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※1 TOPIXの指数値及びTOPIXに係る標章又は商標は、株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社（以下「JPX」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など

TOPIXに関するすべての権利・ノウハウ及びTOPIXに係る標章又は商標に関するすべての権利はJPXが有します。JPXは、TOPIXの指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任

を負いません。本商品は、JPXにより提供、保証又は販売されるものではなく、本商品の設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもJPXは責任を負いません。

※2 「MSCI KOKUSAI インデックス（日本を除く世界先進国）（円ヘッジベース）」は、MSCI KOKUSAI Index（MSCI World Index ex Japan）（現地通貨ベース）をもとに、委託会社（運用の権限委託先を

含みます。以下この欄において同じ。）が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。MSCI KOKUSAI Index(MSCI World Index ex Japan）に関する著作権、およびその他知的所有権は

MSCIに帰属しております。また、MSCIは、指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

※3 「ブルームバーグ・グローバル総合インデックス（円ヘッジベース）」は、「ブルームバーグ・グローバル総合インデックス」を委託会社が為替ヘッジコストを考慮して円換算したものです。

「Bloomberg®」およびブルームバーグ・グローバル総合インデックスは、Bloomberg Finance L.P.および、同インデックスの管理者であるBloomberg Index Services Limited(以下「BISL」)をはじめと

する関連会社（以下、総称して「ブルームバーグ」）のサービスマークであり、野村アセットマネジメント株式会社による特定の目的での使用のために使用許諾されています。ブルームバーグは野村

アセットマネジメント株式会社とは提携しておらず、また、マイストーリーを承認、支持、レビュー、推奨するものではありません。ブルームバーグは、マイストーリーに関連するいかなるデータもしく

は情報の適時性、正確性、または完全性についても保証しません。

（注）資産クラス毎のベンチマークの計算にあたっては、委託会社において、ファンドにおける組入資産・為替の評価時点に合わせて計算を行ないます。

● 資産クラス毎の代表的な指数を委託会社が独自に合成した指数をベンチマークとします。
◇資産クラス毎に、以下の指数を資産クラス・ベンチマークとし、ファンドは基準配分比率に、資産クラス毎の月次の資産クラス・ベンチマーク・リターン

を掛け合わせたものをベンチマークとします。

※ベンチマーク計算上用いる基準配分比率は、基準配分比率から各々「程度」をとった比率とし、「日本株100VA」においては国内株式を100%とします。

資産クラス 指数

国内株式 東証株価指数（TOPIX）
※1

外国株式 MSCI KOKUSAI インデックス(日本を除く世界先進国)(円ヘッジベース)※2

国内債券および外国債券 ブルームバーグ・グローバル総合インデックス（円ヘッジベース）※3
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「マイストーリー」ＶＡ共通

●株25VA、株50VA、株75VA

安定した収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目的として中長期的に安定運用を行ないます。

●株100VA、日本株100VA

信託財産の中長期的な成長を目標に運用を行ないます。

■基準配分比率■
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第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名

第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

● ファンドは、複数の投資信託証券（ファンド）を投資対象とするファンド・オブ・ファンズです。

資金動向、市況動向等によっては上記のような運用ができない場合があります。

● ファンドは、複数の投資信託証券（ファンド）を投資対象とするファンド・オブ・ファンズです。

● 株式や債券等に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。

  ● 優れていると判断した指定投資信託証券の中から、定性評価、定量評価等を勘案して選択した投資信託証券に分散投資を
　　行なうことを基本とします。なお、野村フィデューシャリー・リサーチ&コンサルティング株式会社（NFRC）が投資信託証券の
　　評価等をし、運用に関する助言を行ないます。
　　◆組入投資信託証券については適宜見直しを行ないます。

● 投資信託証券への投資は、高位を維持することを基本とします。

● ファンドが投資対象とする投資信託証券および実質的に投資する資産クラス別の基準配分比率(純資産に対する比率)
　　は以下の通りです。



（参考）指定投資信託証券の概要

主要投資対象 投資対象とする投資信託 運用会社 株25VA 株50VA 株75VA
株

100VA
日本株
100VA

ノムラ・ジャパン・オープンF（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ● ● ●

ストラテジック・バリュー・オープンF（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ● ● ●

ノムラ－T&D J Flag日本株F（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ● ● ●

日本フォーカス・グロースF（適格機関投資家専用） ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント ● ● ● ● ●

SJAMバリュー日本株F（適格機関投資家専用） SOMPOアセットマネジメント ● ● ● ● ●

One国内株オープンF（FOFs用）（適格機関投資家専用） アセットマネジメントOne ● ● ● ● ●

スパークス・厳選投資・日本株ファンドF（適格機関投資家専用） スパークス・アセット・マネジメント ● ● ● ● ●

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF（適格機関投資家専用） アムンディ・ジャパン ● ● ● ● ●

グローバル・エクイティ（除く日本）・ファンドFVA
（適格機関投資家専用）

野村アセットマネジメント ● ● ● ●

野村DFA海外株式バリューファンドFVA（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ● ●

ウィリアム・ブレア・グローバル・リーダーズ（除く日本）FVA
（適格機関投資家専用）

野村アセットマネジメント ● ● ● ●

野村ウエリントン・グローバル・オポチュニスティック・バリュー
（除く日本）FVA（適格機関投資家専用）

野村アセットマネジメント ● ● ● ●

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－外国株式F
（外国籍投資信託）

野村アセットマネジメント ● ● ● ●

NKグローバル株式アクティブファンドFVA
（適格機関投資家専用）

日興アセットマネジメント ● ● ● ●

ティー・ロウ・プライス 海外株式ファンドFVA（適格機関投資家専用） ティー・ロウ・プライス・ジャパン ● ● ● ●

ノムラ・ワールド（除く日本）エクイティ・ファンドF
（外国籍投資信託）

野村アセットマネジメント ● ● ● ●

ノムラ海外債券ファンドFVA（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ●

ノムラ－インサイト欧州債券ファンドFVA（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ●

ノムラ日本債券オープンF（適格機関投資家専用） 野村アセットマネジメント ● ● ●

ニッセイ国内債券オープンF（適格機関投資家専用） ニッセイアセットマネジメント ● ● ●

フランクリン・テンプルトン・米国債券コア・プラスFVA
（適格機関投資家専用）

フランクリン・テンプルトン・ジャパン ● ● ●

マニュライフ・日本債券ストラテジック・アクティブ・ファンドF
（適格機関投資家専用）

マニュライフ･インベストメント･マネジメント ● ● ●

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドII－米国債券FC
（外国籍投資信託）

野村アセットマネジメント ● ● ●

2024年2月29日 現在

国内株式

外国株式

国内債券
および

外国債券
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第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名

第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名



設定来の運用実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

投資信託組入配分

2024年2月29日 現在

2024年2月29日 現在

3/3

運用実績の推移
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基準価額（分配金再投資）

ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ

純資産（右軸）

（左軸）

（億円）

・上記の指数化した基準価額（分配金再投資）の推移および右記の騰落率は、当該ファンドの信託報酬控

除後の価額を用い、分配金を非課税で再投資したものとして計算しております。従って、実際のファンドに

おいては、課税条件によって受益者ごとに指数、騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考

慮しておりません。

騰落率の各計算期間は、作成基準日から過去に遡った期間としております。

2年～5年の騰落率は年率平均(複利ベース）

※分配金実績は、将来の分配金の水準

を示唆あるいは保証するものではありま

せん。

※ファンドの分配金は分配方針に基づい

て委託会社が決定しますが、委託会社

の判断により分配を行なわない場合もあ

ります。

純資産総額 37.2 　億円 

期間 ファンド ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ

1年 5.5% 5.9%

2年 -1.3% -1.4%

3年 -1.7% -1.4%

5年 1.5% 1.1%

騰落率

2023年8月 5 円

2022年8月 5 円

2021年8月 5 円

2020年8月 5 円

2019年8月 5 円

分配金(1万口当たり、課税前)の推移

設定来 73.1% 71.4% 設定来累計 205 円

主要投資対象 投資信託 純資産比

ストラテジック・バリュー・オープンF 3.4%

日本フォーカス・グロースF 3.4%

One国内株オープンF 3.1%

国内株式 ノムラ・ジャパン・オープンF 2.8%

スパークス・厳選投資・日本株ファンドF 1.9%

18.4% アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF 1.5%

SJAMバリュー日本株F 1.4%

ノムラ－T&D J Flag日本株F 1.0%
野村ウエリントン・グローバル・オポチュニスティック・バリュー（除く日本）FVA 1.6%

NKグローバル株式アクティブファンドFVA 1.5%

野村DFA海外株式バリューファンドFVA 1.3%

外国株式 ウィリアム・ブレア・グローバル・リーダーズ（除く日本）FVA 1.2%

ティー・ロウ・プライス 海外株式ファンドFVA 1.0%

8.5% ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドⅢ－外国株式F 0.9%

グローバル・エクイティ（除く日本）・ファンドFVA 0.6%

ノムラ・ワールド（除く日本）エクイティ・ファンドF 0.4%

主要投資対象 投資信託 純資産比

ノムラ・マルチ・マネージャーズ・ファンドII－米国債券FC 20.7%

ノムラ海外債券ファンドFVA 18.1%

ノムラ－インサイト欧州債券ファンドFVA 15.5%

フランクリン・テンプルトン・米国債券コア・プラスFVA 10.4%

ニッセイ国内債券オープンF 3.1%

72.5% マニュライフ・日本債券ストラテジック・アクティブ・ファンドF 2.5%

ノムラ日本債券オープンF 2.2%
コール・その他 コール・その他 0.6%

合　計 合　計 100.0%

国内債券
および

外国債券

設定来 = 2002年6月27日 以降

（設定日前日 = 100として指数化；月次）

第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名

第一生命投資型年金α

組入れ投資信託の運用レポート バランス型(3)

・「第一生命投資型年金α」は、お客様に保険料を一時にお支払いいただいたうえで、お客様の年金保険にかかわる資産を特別勘定で運用を行います。特別勘定の主たる運用手段として投資信託を用いますが、
投資信託ではありません。

・特別勘定の資産運用は経済情勢や運用状況によっては高い収益性を期待できますが、一方で株式、その他有価証券の価額の下落や為替の変動などによる投資リスクを負うことになります。
「第一生命投資型年金α」では資産運用の成果が直接死亡給付金額、解約返還金額および将来の年金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属することになります。

・特別勘定の基準価額の値動きは、特別勘定が用いる投資信託の値動きとは異なります。これは、特別勘定が投資信託のほかに保険契約の異動等に備え一定の現預金等を保有していることと、
基準価額の計算にあたり、特別勘定が用いる投資信託の値動きには反映されていない保険契約関係費を控除することによります。また、ご契約者の積立金には特定のご契約者に負担いただく費用（保険契約維持

費等）の控除が影響するため、基準価額の値動きとご契約者の積立金の増減は、必ずしも一致しません。
・「組入れ投資信託の運用レポート」は、野村アセットマネジメント株式会社による運用報告を、第一生命保険株式会社より提供するものです。
・特別勘定が用いる投資信託は、適格機関投資家専用に設定された投資信託です。このため、投資家の皆様は、当該投資信託を直接購入することはできません。
・この運用レポートは、「第一生命投資型年金α」の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・現在ご加入の「第一生命投資型年金α」の詳細につきましては、お手持ちの保険証券、「ご契約のしおり」「約款」「特別勘定のしおり」にてご確認ください。
・このレポートの最終ページには、運用リスクや諸費用等「特にご確認いただきたい重要事項」について記載しています。必ず最終ページをご覧いただき、内容について十分ご確認ください。

マイストーリー・株２５VA（適格機関投資家専用）

組入れ投資信託の運用レポート

特別勘定名



■運用リスクについて 
・この商品は、年金額、積立金額、解約返還金額、給付金額等が特別勘定資産の運用実績に基づいて増減する仕組みの、保険料一時払方式の変額

年金保険（生命保険）です。引受保険会社は、第一生命保険株式会社です。 

・ファンド（特別勘定）での資産運用においては主に投資信託に投資しますので、その運用においては運用リスクを負うことになります。この商品では、

資産運用の成果が直接、積立金額、解約返還金額、死亡給付金額等に反映されることから、資産運用の成果とリスクがともにご契約者に帰属するこ

ととなります。なお、積立金額、解約返還金額、年金原資、年金額に最低保証はありません。 

・積立金額は、ファンド（特別勘定）で運用・管理されます。ファンド（特別勘定）は、実質的に国内外の株式・債券等を投資対象とするため、「株価の下

落」「金利の上昇による債券価格の下落」「円高による外貨建資産価格の下落」等が基準価額の下落要因となります。 

・基準価額の下落は直接、積立金額、解約返還金額、年金原資などに反映されるため、積立金額、解約返還金額、年金原資が一時払保険料相当額

を大きく下回ることがあり損失が生じるおそれがあります。 

・各ファンド（特別勘定）によって運用リスクは異なります。お客さまがスイッチングを行った際には、ファンド（特別勘定）によっては運用リスクが異なること

となりますのでご注意ください。 

 
■ご負担いただく諸費用について 

 お客さまには、以下の諸費用の合計額をご負担いただきます。 

 

(1) 運用期間中 

①すべてのご契約者にご負担いただく費用 

項目 金額 備考 

保険契約関係費 

死亡給付金のお支払いや、ご契約の

締結・維持に必要な費用です。 

ファンド（特別勘定）の資産総額に対して 

年率 1.497％ 

ファンド（特別勘定）の資産総

額に対して年率 1.497％/365

日を毎日控除します。 

運用に関わる費用 

各ファンド（特別勘定）の運用に関わ

る費用として、投資対象となる投資信

託にかかる信託報酬などです。 

各ファンド（特別勘定）ごとに異なります。※投資対象となる投資信託の中に

は、運用状況等により信託報酬が変動する投資信託が含まれております。

従って、事前に料率、上限額等を示すことができません。＊運用手段の変

更、運用資産額の変動等の理由により将来変更される可能性があります。 

投資対象となる各投資信託の

信託報酬は、信託財産の額

に 対 し て 所 定 の 率 （ 年 率 ）

/365 日を毎日控除します。 

※ 上記の信託報酬の他、以下の諸費用を間接的にご負担いただくことがあります。なお、売買委託先、売買金額等によって手数料率が変動する等の理

由から、これらの計算方法は表示しておりません。 

・有価証券の売買時の売買委託手数料および有価証券取引に係る手数料・税金、先物・オプション取引に要する費用、信託財産留保額、当該手数料

にかかる消費税等相当額および外貨建資産の保管等に要する費用（マザーファンドで運用する場合も同様）等 

 

 （別表）各特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の信託報酬 

特別勘定の 

名称 

主たる投資対象とする投資信託の 

信託報酬※ 

特別勘定の 

名称 

主たる投資対象とする投資信託の 

信託報酬※1 

日本株式型(1) 年率 0.517％以内（税抜 0.47％以内） バランス型(1) 
年率 0.385％（税抜 0.35％） 

＜実質年率:税込 1.05％±0.15％（概算）＞ 

日本株式型(2) 
年率 0.385％（税抜 0.35％） 

＜実質年率:税込 1.15％±0.25％（概算）＞ 
バランス型(2) 

年率 0.385％（税抜 0.35％） 

＜実質年率:税込 0.95％±0.15％（概算）＞ 

世界株式型(1) 年率 0.5775％（税抜 0.525％） バランス型(3) 
年率 0.385％（税抜 0.35％） 

＜実質年率:税込 0.85％±0.15％（概算）＞ 

世界株式型(2) 
年率 0.385％（税抜 0.35％） 

＜実質年率:税込 1.20％±0.15％（概算）＞ 
世界債券型(1) 年率 0.605％以内（税抜 0.55％以内） 

外国マネー型(1) 年率 0.33％（税抜 0.30％） 日本マネー型(1) 年率 0.352％以内（税抜 0.32％以内）  

※上記信託報酬は、2023年 4 月現在の数値であり、運用会社により今後変更され引き上げられることがあります。なお、（ ）内は消費税抜きの額を表示し

ています。 

 

②特定のご契約者にご負担いただく費用 

項目 金額 備考 

保険契約維持費 

基本保険金額が 200 万円未満の場合にかかる費用です。 
毎月 400 円 

月単位の契約応当日（契約日を含みます）始に

積立金から控除します。 

解約控除 

契約日（増額日）から経過 10 年未満で解約・減額された場

合にかかる費用です。 

契約日からの経過年数に応じ、基本

保険金額に対して 6.0％～0.6％の解

約控除率を乗じた金額 

解約・減額時にお支払いする積立金から控除し

ます。 

(2) 年金受取期間中 

項目 年金の種類 金額 備考 

保険契約関係費 

確定年金 

保証期間付有期年金 
支払年金額に対して年率 1.0％ 

第２回以後の年金の年金支払日に責任準備金

から控除します。 
保証期間付終身年金 

保証期間中：支払年金額に対して年率 1.0％ 

保証期間経過後：支払年金額に対して年率 2.0％ 

※ 上記の率等は年金支払開始日の時期により異なることがあります。 

 
■その他ご留意いただきたい事項について 

・ この商品では、年金原資、年金額に最低保証はありませんので、お受取りになる年金の合計額が一時払保険料相当額を下回ることがあります。その

ため損失が生じるおそれがあります。 

・ この商品では、ご契約日（増額日）から 10 年未満に解約・減額をされますと解約控除がかかります。また、解約返還金額には最低保証はありません

ので、一時払保険料相当額を下回ることがあります。そのため損失が生じるおそれがあります。 

特にご確認いただきたい重要事項【災害５割加算型変額年金保険】 


